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第５Ｂ（小）分科会　　―教頭の職務に関する課題―

　提案主題　　学校研究の充実と若い教職員の育成を図るための教頭としての役割

　　司会者　別府市立東山小学校　　　　武　田　謙　治

　　提言者　別府市立大平山小学校　　　姫　野　浩　樹

　　助言者　別府市立緑丘小学校校長　　永　井　宏　道

　　記録者　別府市立亀川小学校　　　　寺　岡　稔　晃

１　協議の柱

　・学校研究の充実と若い教職員の育成を図るための教頭としての役割

２　協議の実際

　⑴　グループ協議の発表

・Ｄグループ　川崎小学校　渡辺　英俊　教頭

　　教頭として，「校内研究で教職員の育成にどう関わっていくか。」という視点で，分掌の

リーダーを育てていく事が大切であり，そのミドルリーダーにリーダーシップを発揮しても

らう事が一番大切であるという結論に達しました。また，教職員の悩みを聞いていくことや

実際に授業を行う事が大切であるという意見も出されました。

・Ｅグループ　耶馬渓中学校　諌山靖弘　教頭

　　教頭として，「校内研を充実させていくにはどうしたらよいか。」という視点で，まず，

自分たちの経験では，研究発表会の発表の時に授業力がついたという意見や昔は放課後に先

輩から色々と指導をされていたという意見が出されました。これからは，学年の構成でベテ

ランと若手が組む体制をとり，小学校や中学校の枠を超えて授業を見合う必要があり，若手

の先生がどんどん質問をしやすい体制づくりが必要であるという意見が出されました。

・Ｆグループ　宗方小学校　阿部　哲哉　教頭

　　教頭として，「若い先生方にどのようにして授業力をつけるか。」という視点で，授業研

究を進めるにあたって，段階ごとに教頭として指導・助言を行い，その成果と課題を活かし

て次の授業に向かうことの大切さを確認すると共に，大規模校でも実際に互見授業が行われ

ている実態から，やはり学校全体で互見授業に積極的に取り組む体制づくりが大切であると

いう意見が出されました。また，学力テストなどで苦手分野についての授業を見せていくべ

きだという意見も出されました。

３　指導助言

　　まず，「『人を育てることは難しい。』だからこそ，管理職としてどういう立場にいないとい

けないかをよく考え，研究主任等の教職員のやる気を大切にし，〈ほったらかし〉や〈命令の

み〉では，決して人は育たない。」という示唆をいただきました。

　　そして，「『授業が上手い人は，学級経営も上手い。』それは，子どもを捉える目がしっかり

しているからである。若い先生方は〈ねらい〉〈課題〉〈考えの違い〉〈まとめ〉をパターンと

して授業しているのであって，それが子どもにとってどんな意味があるのかを理解せず，授業を

見る場合も『この先生は，こんな所を大事にして授業をしている。』という等を理解していな

い。このような事を，きちんと伝えられるミドルリーダーを育てる必要がある。」という指導を

いただきました。


